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団だ液によるテンプン親の変化（P98，99）巨年　組1番名前　　　　No‘25 

実験日2020年　月　日（）　校時i天気　　i気温　　℃i湿度　％ 
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準備 �試験管（4）、ビーカー（50伽i（1）、10伽（1））、脱脂綿、温度計、ヨウ素液 ベネジクト液、テンプン溶液（水300 �副こ0．1gの割合でテンプンを加え、加熱して溶かしたもの） ��れるようになる。 

スポイト、ガスバーナー、沸騰石、試験管ばきみ ���ーだ液により、テン プンが麦芽糖など の糖に変化した 暑季線色） ：蔦： （顔妬・細か し妨）り叔 テンプンから麦芽糖へ の変化が㌧窒邁追去ユ 

方法 �鷲務藍終端酷 1膏放り採取 よくβり施せる． 

3・謝荻紡毎の各　線誓 ④帥一偽的祝。瑞初触回り血、鰍筋 翻鰯掠高調旧都胸筋h∴∴∴＼遍毒諾 ��イ的で 佑垣（ニ 動で �王達室左ことを明らか にしたい。 《　　》 
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だ液を入れた試験管 （だ複＋テンプン溶液 �回 �固 

諜れ罵ン語調 �固 �回 
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6 �【自己評価】　　　　　　　　　　　　はい　　いいえ 
l語極的に実験に取り ��組めたか？　　　　5・4・3・2・1 

反省 �2実験の手順“操作が理解できたか？　　5・4・3i2・1 

感想 �3実験によって課題が解決したか？　　　5・4・3i2・1 
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2動物の生活と生物の変遷　　2動物のからだのつくりとはたらき　　2年　　組　　番

○実験1『だ液によるテンプン溶液の変化』のまとめ

三三 �� �の反応 �の反応i 

だ液＋　　　A ��C 
デンプン溶液 （） �［　　　　］ �［　　　　］ 

水＋ �B �D 
デンプン溶液 （） �［　　　　　］ �［　　　　　］ 

【　　　　　　　】： 

“ヨウ素液に対する反応（A．B）から分かること； 

・べネジクト液に対する反応（C，D）から分かること； 

○消化管と消化

（識他複）にふくまれ、食物を傍観レ、

暇収づ時生駒鮎偽．
，消化液の（率板）には、

艦影烏欝）結語窪

理姦轡吟義務

擬静観
食物にふくまれている墨壷盆　　　　　　1

は鼎鰭藍畳鰯そ嘉絨ま吸ふきな。。

誤読離艦誓言らに擁酪素の



2動物の生活と生物の変遷　　2動物のからだのつくりとはたらき　　　2年　　組　　番

○消化の流れ

。壷議酷酷 
田　圃困　　） 

勘ク［函］　　　　　）㊤ 

票華麗鞘輔 
消化i三た養分7朝旧重層詞 

○吸収のしくみ 消化によってできた養分は （小脇）で（t恨収）される。 �＝‾∴言十三∴∴ 

ノ＜二二＞ ○ ○ ＼o � �　初ケ少だ、 毛4紬正極⇒　→肝臓 ルIP修→　う至極 

∵∴　○ （の �（ブドウ莞移）と 鹿鶴蕊り （抑脚）を通って ��（モ／7iリセリド）と （繭鵬敬）は、 再び（鴫筋）となって （）功ヾ杉）に入り、心 

）なることで、（ � �全身の細胞に運ばれる。 �臓の近くで血管につなが 
） ・（水傭）は主に（小脇） ���り全身の細胞に運ばれる。 

で吸収されるが、残りは（大脇）で吸収される。 
消化されなかった食物中の繊維などは、便として肛門から排出される。 　　　　　　　　　　　　　　．．JrL＿・′ 

し早′縁JL唱′勘 



圏園圏圏図
〇セキツイ動物の分類

生活場所 ����呼吸 �体表 �傭誼 �子のうまれ方 �例 

窃 ／lヽ＼ ��頚擬 ����えら �うろこ �攻渥 �擬三。 �①工イ㊧メ卵 ⑪卵⑳夕淵トン ⑱サメ 

瓶 ��水中 ������動物 �縞阜 �⑫77 ⑳乏ク岬 

両 生 ��讐惑エ′レ ����幼生： えら 成体： ・山か �しめ，セ �痩温 �擁霊。 �①イ功 ㊦持エIレ 
幼生：水中 �����鵬 ���ケ＞カク妨 

頒 ��成体‥直上 ����縮鶴 �乾燥に弱し、 �劇物 �卵生 

／＼ 仁 ��誘塾 ����噂 �かわい りケこ �攻温 �擬羅 �④勺メ⑳イ乃ナ 国手 ⑳ヘビ し 

姦 ��唯上 �����乾燥に紛い �車中 �卵生 �⑳ヤ毛リ ㊧ワニ 

鳥 ��霧 ����噂 �豹も �i恒温 �（移上）に（猿 をつくり・（か互い 級の貌卵） �㊦双〆＿⑪仰キン （締り 

頒 ��陛上 ������象物 �をうむ。 印吐 �⑱ダ菊ウ ⑳クズテ 

な ．ユ ��鱒醗‘ ����的 �毛 �′恒温 �子は母親の子宮の中 で、へそのおを通して 養分や酸素をもらい、 ある程度育ってから �㊧イルカ∴⑫朝レ 竃誓言洗1 

ウ 教 ��隆上 ������動物 �言十；善し∴ 胎阜 �⑦キツネ ⑤クジラ 重り毛Il 

50 40 鮭0 墓20 10 � �� � � �ii′叢動物ii：体温が（一風謝る）動物。 

l恒温勃物Ii‥気温の変化にともない経が（難所凋物。 臆8 � 
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まわりの温度ieC〕



l庫キツイ鯛 ����霊酢…〔†撥勧〕 
特徴 ��類“綱 �例 ����拷） 顕 血石 追 認 

i 蟹 ．初 物 �� ��昆虫狽 �Iヾツワ，研ぐ手ムシ 有ウ，じ禿ハケ アル映，カ 襲舛 ��－3勅 
繭 をみフ 

離 纏惣雛〉 
圃 ［田 

串殻瓶 �カニ，チビ 、・。一　男周と �� え局， 

詔 （地球上で最 も種類が多 い。100万種） ���＼ン／つ， 7ダブれqサダムシ 

′回 訓It納品的何事＿ 

短毛頼 �ワ毛，サソリ，タと �� 

鮎願 �Aメタヂ，アブ ��璃擬y 

擦 勧 物 ��伍レ且シ∴ 駒炉材Ll 外房膿曾 醐融柄 塑通塾J ��頃趣綱 �クコ，イカ ��「‾ 」 貝 え 肝 ∴∴ �1知り机（約・時） ，仰の乱し拘・／0砂 
腋瓦網 �マイマイ，1坊プタカげ 粧す，タニシ，ウミウシ 腸▲伽‘ ��� 

二枚夙細 �1華のI、切，研 …ゲS，九g的イ ���′三㌧i外とう塵 高一亨∴ふ貝陰 が誓∴／∴∴享へ∵出水管 〆∴壷 　入水申 し 

そ り イ協 卵珪 麺 �搬動物 ��（ウニ）、（ヒトデ．）、ナマコ ���ろうと 三 繚動物 ��ホヤ、ナメクジウオ 

線形動物 ��センチュウ、カイチュウ 

諒影動物 ��（ミミズ）、（じIレ） 

窟諺動物 ��プラナリア 

胱動物 ��（ワラサ‘つ・サ舟・イソギンチャク 

鞘的物 ��カイメン 

維動物 ��時男Aシ）・（7メーIY） 
【購 �東2 �】イカを購鯖して購東ずるくp131 ���）（スケッチ》 

0イカのからだのつくりを観察し、 
目、口、うで、外とう ����膜、ろうと 
を観察してスケッチする。 

eろうとを手前側にして外とう膜を 
切り開き、えら、消化管、肝臓を 
観察してスケッチする。 


